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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 5,841 7.9 129 － 113 － 51 －

2026年３月期第１四半期 5,413 △9.4 △97 － △67 － △120 －

（注）包括利益 2027年３月期第１四半期 267百万円 （－％） 2026年３月期第１四半期 △277百万円 （－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期第１四半期 3.84 －

2026年３月期第１四半期 △9.06 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2027年３月期第１四半期 31,773 24,789 78.0 1,862.44

2026年３月期 32,724 24,925 76.2 1,872.60

（参考）自己資本 2027年３月期第１四半期 24,789百万円 2026年３月期 24,925百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 10.00 － 30.00 40.00

2027年３月期 －

2027年３月期（予想） 10.00 － 30.00 40.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 28,000 5.1 1,300 △6.2 1,300 14.3 910 138.7 68.39

１．2027年３月期第１四半期の連結業績（2026年４月１日～2026年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

（注）当社は年次での業務管理を行っておりますので、第２四半期（累計）の連結業績予想の記載を省略しております。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年３月期１Ｑ 14,950,000株 2026年３月期 14,950,000株

②  期末自己株式数 2027年３月期１Ｑ 1,639,522株 2026年３月期 1,639,522株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2027年３月期１Ｑ 13,310,478株 2026年３月期１Ｑ 13,299,978株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）期末自己株式数には、役員向け株式交付信託が保有する当社株式が以下のとおり含まれております。

2026年３月期：112,500株　　　2027年３月期１Ｑ：112,500株

また、役員向け株式交付信託が保有する当社株式を、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含

めております。

2026年３月期１Ｑ：123,000株　2027年３月期１Ｑ：112,500株

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき

作成したものであり、実際の業績は様々な予想数値と異なる場合があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、各国・地域の金融政策や地政学的リスクの継続、中国経済の回

復の遅れなどにより、先行き不透明な状況が続きました。また、為替相場や資源・エネルギー価格の変動が企業収

益に影響を及ぼしました。一方で、ＡＩの進展に伴い半導体やデータセンターにかかる旺盛な設備投資を捉えて、

大幅な収益改善が認められる企業が増えてまいりました。

当社グループを取り巻く事業環境では、ＡＩ・データセンター関連需要の拡大を背景に在庫調整局面であった半

導体の市況も回復してまいりました。一方、中国市場では需要回復の遅れが継続するなど、分野や地域によって差

がみられました。また、原材料・部材価格の高騰から、生産部門において収支面で悪化要因となる課題が浮き彫り

になりました。

このような状況のなか、業績面では、前年度後半から半導体事業、電源機器事業ともに受注は回復傾向にあり、

今年度に入ってからも堅調に推移しています。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の連結業績は、売上高58億４千１百万円（前年同期比7.9％増加）、営

業利益１億２千９百万円（前年同期は９千７百万円の損失）、経常利益１億１千３百万円（前年同期は６千７百万

円の損失）、親会社株主に帰属する四半期純利益５千１百万円（前年同期は１億２千万円の損失）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（a）半導体事業

当事業におきましては、顧客の在庫調整が概ね終息し、需要回復へと転じました。販売面では、主力のパワーモ

ジュールをはじめディスクリート、チップの売上が大幅に伸長いたしました。当セグメント全体の売上高は、18億

２千６百万円(前年同期比25.8％増加)となりました。

セグメント利益は増収による効果があったものの、材料費の高騰や外注加工費の増加により原価が上昇し、価格

転嫁をタイムリーに行えなかったため限界利益率が低下し、さらに人件費増加を主因とする固定費の増加により、

１億２千２百万円の損失（前年同期は９千９百万円の損失）となりました。

今後は、旺盛な需要に対応する生産体制の構築と価格転嫁による利益改善に努めてまいります。

（b）電源機器事業

当事業におきましては、クロムめっきを施した鋼板(ティンフリースチール)用の整流器や銅箔用の電源などの需

要に対応し、一般産業用電源が大幅に伸長したことに加え、主力の小型の表面処理用電源が堅調に推移いたしまし

た。また、メンテナンス・サービス分野でも引き続き前期を上回る販売実績となりました。受注面ではデータセン

ターの拡大を背景に、高密度基板の金属表面処理分野の受注が伸長しております。

以上の結果、当セグメント全体の売上高は40億１千４百万円（前年同期比1.3％増加）となりました。セグメン

ト利益は増収による利益影響に加え、一品受注案件の採算改善により限界利益を確保できたこと、更に下期販売に

向けて在庫を積み増したことから２億５千１百万円（前年同期は２百万円の利益）となりました。

今後も、顧客ニーズに品質・納期の両面でお応えしていけるよう努めてまいります。

（２）当四半期の財政状態の概況

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は前連結会計年度末に比べ９億５千万円減少し、317億７千３百万円と

なりました。これは主に電子記録債権が１億９千６百万円、商品及び製品が６億９百万円増加したものの、売掛金

が20億３千２百万円減少したことによるものであります。

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は前連結会計年度末に比べ８億１千５百万円減少し、69億８千３百万円

となりました。これは主に短期借入金が６億円減少したことによるものであります。

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は前連結会計年度末に比べ１億３千５百万円減少し、247億８千９百

万円となりました。これは主に為替換算調整勘定が１億７千６百万円増加したものの、利益剰余金が３億５千１百

万円減少したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2027年３月期の連結業績予想につきましては、2026年５月８日に公表いたしました通期の連結業績予想の数値に

変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,768 6,924

受取手形 343 261

売掛金 6,913 4,881

電子記録債権 1,286 1,483

商品及び製品 3,492 4,102

仕掛品 2,020 2,182

原材料及び貯蔵品 2,669 2,851

その他 514 513

貸倒引当金 △34 △69

流動資産合計 23,974 23,131

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,518 1,480

機械装置及び運搬具（純額） 1,177 1,365

土地 2,256 2,256

リース資産（純額） 468 441

建設仮勘定 1,064 791

その他（純額） 199 188

有形固定資産合計 6,686 6,524

無形固定資産

のれん 3 2

その他 453 423

無形固定資産合計 457 425

投資その他の資産

投資有価証券 1 1

繰延税金資産 49 63

退職給付に係る資産 1,428 1,500

その他 126 127

投資その他の資産合計 1,605 1,691

固定資産合計 8,749 8,642

資産合計 32,724 31,773

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

- 3 -

㈱三社電機製作所（6882）　2027年３月期　第１四半期決算短信



（単位：百万円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,193 1,164

電子記録債務 568 703

短期借入金 2,200 1,600

未払金 565 391

未払費用 732 824

未払法人税等 441 86

契約負債 123 264

賞与引当金 711 422

製品保証引当金 36 33

受注損失引当金 94 192

その他 501 660

流動負債合計 7,169 6,342

固定負債

リース債務 334 315

繰延税金負債 10 11

役員株式報酬引当金 50 50

退職給付に係る負債 58 63

持分法適用に伴う負債 124 150

その他 49 49

固定負債合計 629 640

負債合計 7,798 6,983

純資産の部

株主資本

資本金 2,774 2,774

資本剰余金 2,755 2,755

利益剰余金 18,237 17,885

自己株式 △1,583 △1,583

株主資本合計 22,184 21,832

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 2,278 2,454

退職給付に係る調整累計額 462 502

その他の包括利益累計額合計 2,740 2,957

純資産合計 24,925 24,789

負債純資産合計 32,724 31,773
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年６月30日)

売上高 5,413 5,841

売上原価 4,253 4,352

売上総利益 1,160 1,489

販売費及び一般管理費 1,258 1,360

営業利益又は営業損失（△） △97 129

営業外収益

受取利息 7 8

受取配当金 2 0

為替差益 20 －

受取賃貸料 3 4

デリバティブ評価益 － 22

受取保険金 26 －

助成金収入 25 －

その他 11 13

営業外収益合計 96 48

営業外費用

支払利息 14 13

持分法による投資損失 30 25

デリバティブ評価損 21 －

為替差損 － 24

その他 0 0

営業外費用合計 66 63

経常利益又は経常損失（△） △67 113

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△67 113

法人税、住民税及び事業税 47 63

法人税等調整額 5 △0

法人税等合計 53 62

四半期純利益又は四半期純損失（△） △120 51

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△120 51

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △120 51

その他の包括利益

為替換算調整勘定 △173 176

退職給付に係る調整額 16 39

その他の包括利益合計 △156 216

四半期包括利益 △277 267

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △277 267

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2026年４月１日

至　2026年６月30日）

減価償却費

のれんの償却額

253百万円

1百万円

243百万円

1百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、

次のとおりであります。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

四半期連結損益
計算書計上額

（注）半導体事業 電源機器事業 計

売上高

顧客との契約から生じる

収益
1,451 3,962 5,413 － 5,413

外部顧客への売上高 1,451 3,962 5,413 － 5,413

セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － － － －

計 1,451 3,962 5,413 － 5,413

セグメント利益又は損失

(△)
△99 2 △97 － △97

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

四半期連結損益
計算書計上額

（注）半導体事業 電源機器事業 計

売上高

顧客との契約から生じる

収益
1,826 4,014 5,841 － 5,841

外部顧客への売上高 1,826 4,014 5,841 － 5,841

セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － － － －

計 1,826 4,014 5,841 － 5,841

セグメント利益又は損失

(△)
△122 251 129 － 129

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自2025年４月１日 至2025年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2026年４月１日 至2026年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（測定方法の変更）

　当社のセグメント利益につきまして、従来は共通部門の経費の配賦を月次の売上高により按分しておりま

したが、当期より通期の売上高で按分する方法に変更いたしました。変更に至った理由は、毎月の売上変動

が大きく、変更後の按分方法がより適切に月次及び四半期の利益を表すものと判断したためです。

　当該変更を前第１四半期連結累計期間に反映させた場合、セグメント利益は半導体事業セグメントで11百

万円増加し、電源機器セグメントで11百万円減少します。なお、当該変更による「四半期連結損益計算書計

上額」への影響はありません。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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